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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年11月27日(2014.11.27)

【公表番号】特表2012-533600(P2012-533600A)
【公表日】平成24年12月27日(2012.12.27)
【年通号数】公開・登録公報2012-055
【出願番号】特願2012-521031(P2012-521031)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  41/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  43/23     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  43/205    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  41/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  41/30    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  43/23    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｃ  43/205   　　　Ａ
   Ｃ０７Ｃ  41/20    　　　　
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年10月9日(2014.10.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物
【化１】

［式中、
　Ｒ１は、Ｈ；線状、分枝状、もしくは環状のＣ１～Ｃ６アルキル；テトラヒドロピリル
、または－ＣＨ２－フェニルであり；
　Ｒ２はＨまたはＯＲ’２であり、ここでＲ’２は、Ｈ；線状、分枝状、もしくは環状の
Ｃ１～Ｃ６－アルキルまたは－ＣＨ２－フェニルである；
　Ｒ３は、Ｈ；線状、分枝状、もしくは環状のＣ１～Ｃ６アルキル；テトラヒドロピリル
、または－ＣＨ２－フェニルであり；
　Ｒ４はＨまたはＯＲ’４であり、ここでＲ’４は、Ｈ；線状、分枝状、もしくは環状の
Ｃ１～Ｃ６－アルキルまたは－ＣＨ２－フェニルであり；
　Ｒ５は、Ｈ；線状、分枝状、もしくは環状のＣ１～Ｃ６アルキル；テトラヒドロピリル
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、または－ＣＨ２－フェニルである］
の生成方法であって、式（ＩＩａ）または（ＩＩｂ）の化合物
【化２】

［式中、
　置換基Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、式（Ｉ）について定義されたのと同じ
意味を有し、
　Ｘは、－Ｉ；－Ｂｒ；－Ｃｌ；または－Ｎ２である］
と式（ＩＩＩａ）または（ＩＩＩｂ）の化合物

【化３】

［式中、
　置換基Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、式（Ｉ）について定義されたのと同じ
意味を有する］
を反応させる方法において、
不均一系触媒系が使用されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　式（ＩＩａ）の化合物と式（ＩＩＩａ）の化合物を反応させる、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　式（ＩＩｂ）の化合物と式（ＩＩＩｂ）の化合物を反応させる、請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　Ｒ１は、Ｈ；－ＣＨ３；－ＣＨ２ＣＨ３、または－ＣＨ２－フェニルであり；
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　Ｒ２は、ＨまたはＯＲ’２であり、ここでＲ’２は－ＣＨ３または－ＣＨ２ＣＨ３であ
り；
　Ｒ３は、Ｈ；－ＣＨ３；－ＣＨ２ＣＨ３、または－ＣＨ２－フェニルであり；
　Ｒ４は、ＨまたはＯＲ’４であり、ここでＲ’４は－ＣＨ３または－ＣＨ２ＣＨ３であ
り；
　Ｒ５は、Ｈ；－ＣＨ３；－ＣＨ２ＣＨ３、または－ＣＨ２－フェニルである、
請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　Ｒ１は、Ｈ；－ＣＨ３；または－ＣＨ２ＣＨ３であり；
　Ｒ２は、ＨまたはＯＲ’２であり、ここでＲ’２は－ＣＨ３または－ＣＨ２ＣＨ３であ
り；
　Ｒ３は、Ｈ；－ＣＨ３；または－ＣＨ２ＣＨ３であり；
　Ｒ４は、ＨまたはＯＲ’４であり、ここでＲ’４は－ＣＨ３または－ＣＨ２ＣＨ３であ
り；
　Ｒ５は、Ｈ；－ＣＨ３；または－ＣＨ２ＣＨ３である、
請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記式（Ｉ）の化合物が、式（Ｉａ）の化合物
【化４】

［式中、
　Ｒ１、Ｒ３、およびＲ５は互いに独立して、Ｈ；線状、分枝状、または環状のＣ１～Ｃ

６－アルキル；テトラヒドロピリル、または－ＣＨ２－フェニルである］
であり、
　前記式（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）、（ＩＩＩａ）および（ＩＩＩｂ）におけるＲ２および
Ｒ４がＨである、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記式（Ｉ）の化合物が、式（Ｉｂ）の化合物
【化５】

［式中、
　Ｒ１、Ｒ’２、Ｒ３、Ｒ’４、およびＲ５は互いに独立して、Ｈ；線状、分枝状、もし
くは環状のＣ１～Ｃ６－アルキル；テトラヒドロピリル、または－ＣＨ２－フェニルであ
る］
であり、
　前記式（ＩＩａ）、（ＩＩｂ）、（ＩＩＩａ）および（ＩＩＩｂ）において、
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　Ｒ２はＯＲ’２であり、ここでＲ’２は、Ｈ；線状、分枝状、もしくは環状のＣ１～Ｃ

６－アルキル、または－ＣＨ２－フェニルであり、
　Ｒ４はＯＲ’４であり、ここでＲ’４は、Ｈ；線状、分枝状、もしくは環状のＣ１～Ｃ

６－アルキル、または－ＣＨ２－フェニルである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記触媒系が、担体に担持された触媒を含む不均一系である、請求項１から７のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記触媒系が、Ｐｄ／ＢａＳＯ４、Ｐｄ／ＣａＣＯ３、Ｐｄ／Ａｌ２Ｏ３、Ｐｄ／Ｔｉ
Ｏ２、Ｐｄ／ＳｉＯ２、Ｐｄ／ＺｎＯ、およびＰｄ／Ｃからなる群から選択される、請求
項８に記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　（Ｒ１、Ｒ’２、Ｒ３、Ｒ’４、およびＲ５の定義における）線状、分枝状、および環
状のＣ１～Ｃ６－アルキル基はまた置換され得る。好適な置換基は、Ｃ１～Ｃ４アルコキ
シ（好ましくは－ＯＣＨ３および－ＯＣＨ２ＣＨ３）、およびアリールである。１つまた
は複数の線状、分枝状、および環状のＣ１～Ｃ６－アルキル基が少なくとも１つの置換基
で置換されている場合、置換基は、Ｃ１～Ｃ４アルコキシ（好ましくは－ＯＣＨ３および
－ＯＣＨ２ＣＨ３）、およびアリールからなる群から選択される。
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